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飯 田 穆

（名 古 屋 大 学）

１ 本論 文の課題

企 業 会 計 の 役 割 は、 企 業 活 動 の 帰 結 に つ い て の 価 値 的 測定 に あ る。 企 業 会 計 機 能 を 遂 行 す べ

き 測 定 シ ス テ ム の 展 開 に さ い し、 企 業 活動 の 社 会 的 性 格 を どの よ う に 理 解 す る か が 基 本 的 に 重

要 で あ る。 企業 活 動 の 社 会 的 性 格 に つ い て の理 解 の 仕 方 は 企 業 観 と 呼 ば れ る。 企 業 観 は 企 業 目

標 観 で あ る と も 言 い う る。 企 業 活 動 に は、 経 営 者、 従 業 員、 株 主 な い し は 投 資 家、 債 権 者、 仕

人 先、 顧 客、 地 域 社 会、 政 府 その 他 の 種 々 の グ ルー プ が そ れ ぞ れ の 参 加 動 機 あ る い は 参 加 目 標

を も っ て 参 加 す る。 そ れ らの 参 加 者諸 グ ル ー プの 参 加 目 標 相 互 間 の 関 連 が 一 つ の 組 織 目 標 シ ス

テ ム に ど の よ う に 整 合 さ れ る かに つ い て の 特 定 の 観 念 が 特 定 の 企 業 観 を 形 成 す る の で あ る。

企 業 会 計 に お け る 価 値 的 測 定 と は、 特 定 の 企 業 観 した が っ て 企 業 目 標観 を 前 提 と して、 企 業

活 動 の 帰 結を 措定 さ れ た 企 業 目 標 達 成 へ の 貢 献 度 と し て 評 価、 測 定 す る と い う 意 味 で 理 解 さ れ

ね ば な ら な い。 本稿 は、 企 業 観 と して の 所 有 主 観 に 対 比 さ れ る 企 業 体 観 に 立 脚 し、 企 業 活 動 へ

の多 元的 参加 関係 お よ び そ こ に 形 成 さ れ る 企 業 目 標 を 誘 因 源 資 の 産 出・ 配 分 関 係 と し て 規 定 し、

誘 因 源 資 産 出 ・ 配 分 計 算 と し て 企 業 会 計を 構築 し よ う と す る 一 試 論 で あ る。

２ 誘因 源資の概念と企業 目標

誘 因 と は 組 織 活動 へ の 参 加 行 動 を 動 機 づ け る要 因で あ り、 誘 因 源 資 と は 誘 因 の 充 足 な い しは

支 払 に 必 要 な 資 源 を 意 味 す る。 誘 因 の 性 格 お よ びそ の 内 容 は 組 織 の 種 類 お よ びそ の 日 的 に よ り

異 な る。 企 業 の 場 合、 す べ て の 参加 者 グル ー プの 最 も 基 本 的な 誘 因 は、 経 済 財 な い しは 貨 幣 所

得 の 獲 得 に あ る。 し か し な が ら、 経 済的 誘 因 と 共 に 他 の 多 く の 非 経 済 的 誘 因 が 存 在 す る。 た と

え ば、 経 営 者 グ ル ー プ に と り、 名 声、 威 信、 権 力、 地 位 等 は そ の 非 経 済 的 誘 因 の 例 で あ り、 ま

た、 経 営 者を 含 む従 業 員 グ ル ー プに と っ て、 仕事 を も ち そ れ を 成 就 す る こ と か ら 得 ら れ る 精 神

的 満 足 感、 特 定 グ ルー プヘ の 連 帯 感 な ど が 非 経 済 的誘 因 と な り う る。 本 稿 で の 議 論 は、 貨 幣 所

得 を 中 心 と す る 経 済 的 誘 因 の み に 限 定 さ れ る。 した が っ て、 誘 因 支 払 の 源 泉 と して の 誘 因 源 資

は 経 済 的 目 標 の 達 成 に 貢 献 す る 潜 在 的 用 役 と し て 理 解 さ れ る。 参加 者 目 標 な い し は 企 業 目 標 に

非 経済 的要 因 が含 めら れ る とき、 誘 因 源 資 の 概 念 も非 経 済 的 要 因 に ま で 拡 大 さ れ ね ば な ら な い。

企 業 活動 へ の 種々 の 参 加 者 グル ー プに と っ て、
彼 等 が 企 業 活 動 へ の 参 加 か ら 引 き 出 し う る

「誘 因」 は、 彼 等 が 企業 目標 に 対 し て 提 供 す る 「貢 献」 よ り も 大 で あ る こ と が 組 織 活 動 参 加 へ
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の 条 件 と な る。 そ の 場 合 の 誘 因 と 貢 献 は、 共 に 企業 活 動 参 加 者 の 個 別 的 参 加 目標 に 対 応 す る 効

用 お よ び 不 効 用 の 大き さ に よ り 認 識 さ れ る。 種 々 の 参 加 者 グ ルー プ のそ れ ぞれ の 参 加 目 標 を 前

提 と す る ｒ誘 因」 と ｒ貢 献」 と の 均 衡 （誘 因 ≧ 貢 献） の 達 成 は、 企 業 活 動 を 継 続 さ せ る た め の

参 加 活 動 の 確 保 と いう 意 味 で 組 織 目 標 そ の もの に な り う る。

参 加 者 グ ルー プ の 個 別 的 参 加 目 標 を 規 準 と す る 誘 因 》 貢 献 関 係 の 均 衡 の 達成 に は、 組 織 全 体

の 視 点 か らの 一 つ の制 約 条 件 が 存 在 す る。 「貢 献」 は、 参 加 者 側 か ら は提 供 す る用 役 あ る い は

財 の 効 用 の 逸 失 と し て 認 識 さ れ る が、 組 織 全体 に と って は、 「貢 献」 は、 参加 者諸 グ ル ー プヘ

の 誘 因 の 支 払 に 必要 な 源 泉と な る 資
第 １ 図

源 （誘 因 源 資） の 産 出 へ の 貢 献 と し
誘 因源 資 の 必要 な 配分 高 を

規制する制約 て 認 識 さ れ る。 支 払 われ る 誘 因 の 源

泉 は 提 供 さ れ る 貢 献 の 中 に あ り、 誘

因 源 資 産 出 へ の 貢 献 を と お し て の み
参 加 者 グル ー ブの 組 織全 体 と して の

個別的均衛条件 均衛条件 誘 因 の 支 払 な い しは 配 分 が 可 能 と な

亙 誘因源資の産出高・ る。 すなわち、 組織全体の長期的均誘 因 源 資の 配 分高

衡 条 件 と し て、 誘 因 源 資 の 産 出高 〉

誘 因 源 資 の 配 分 高、 と い う 組 織 目標

個 別 目標 を 達 成す る に 必要 な 制約
が 設 定 さ れ る。

第 １ 図 に 示 さ れ る 如 く、 参 加 者 諸

グ ルー プ の 個 別 的 均 衡 条 件 と組 織 全 体 と し て の 均 衛 条 件 は相 互 に 制 約 と し て 作 用 しあ う。 一 方

に お いて、 企 業 と 社 会 との 関連 の 複 雑 化、 企 業 の 社 会 的 責 任 の 拡 が り と 共 に 参 加 者 グル ー プの

個 別 均衡 条 件 の 重 要 性 は増 大 し、 個 別 的 均 衡 条 件 は 組 織 目標 達 成 へ の 単 な る 制 約 と して では な

く、 組 織 目 標 そ れ 自 体 を 形 成す る一 要 素 と して 認 識 さ れ 位 置 づ け ら れ う る。 こ の 場 合、 組 織 全

体 と して の 誘 因 源 資 産 出 ・ 配 分間 の 均 衡 は 個 別 目 標 達 成 に必 要 な 制 約 条 件 と して 認 識 さ れる。

他 方 にお いて 誘 因 源 資 の 産 出 と 配分 間 の 長 期 的 均 衡 は す べ て の 組 織 が 満 た さ ね ば な らな い現 実

的 組 織要 求 で あ り、 そ れ 自 体 が 重 要 な 経 営 問 題 と な り う る。 誘 因 源 資 の 産 出 と 配 分 間 の 長 期 的

均衡 が満 た さ れ な い な ら、 組 織 は 存 続 し え ず 個 別 均 衡 条 件 の 達 成 も 不 可 能 と な る。 参 加 者 諸 グ

ルー プの 競 合 す る 個 別 的 参 加 目標 相 互 間 の 整 合 が、 誘 因 源資 の 産 出 ≧ 誘 因 源 資 の 配 分 と い う 長

期 的 か つ 統 合 的 組 織 目 標 を と お して お こ な わ れ る と も 解 釈 さ れう る。 こ の 場 合、 個 別 的 均 衡 条

件 は 組 織 全 体 と し て の 誘 因 源 資 の 必 要 な 配 分 高 を 規 制 す る 制 約 と して 認 識 さ れ る。

３ 参加者諸グル ープの誘因と貢献

誘 因 お よ び 誘 因 源 資 を 経 済的 要 因 の み に 限 定 す る 場 合、 企 業 活 動 へ の 参加 者 グル ー ブ、 彼 等

へ の 誘 因 支 払 およ び そ の 貢 献 関 係 は、 第 １ 表 の 如 く 表 示 さ れ う る。

第 １ 表 にお ける 顧 客 の 参 加 関 係 は、 他 の参 加 者 グ ル ー プの 参 加 関 係 と 本 質 的 に 異 な る 性 質 を
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も っ。 顧 客 以 外 の 参 加 者 グル ー プの 提 供 す る 貢 献 は 経 済 財の 産 出 過 程 （調 達
、 生 産、 販 売 を 含

む） の 中 で 結 合 さ れ、 そ れ ら の 貢 献 は、 顧 客 に 払 わ れ る 誘因 源 資 で あ る 経 済 財 の 産 出 に 対 す る

貢 献 であ る。 他 方、 顧 客 の 提 供 す る 貢 献 は 経 済 財 産 出 へ の 貢 献 で は な く、 産 出 さ れ た 経 済 財 と

の 交 換 過 程 で 提 供 さ れ る 代 価 で あ る。 顧 客 以 外 の 参 加 者 諸 グ ルー プ の 提 供 す る 貢 献 が 経 済 財 の

産 出 の た め に 結 合さ れ て い る と い う 意 味で、 顧 客 以 外 の 参 加 者 グ ルー プ の 集 合 体 を 「生 産 結 合

体」 と 呼 びう る。 生 産 結 合 体 は 顧 客 へ 経 済 財 を 貢 献 と し て 提 供 し、 売 上 代 価 を 誘 因 し て 受 け と

る。 顧 客 は 生 産 結 合体 へ 購 入 代 価 を 貢 献 と して 提 供 し、 経 済 財 を 誘 因 と して 受 け と る。

株 主 お よ び 債 権 者は 貨 幣 資 本 を 企 業 に 供 与 し、 した が って 誘 因 源 資 の ス トッ ク を 直 接 的 に 増

大 さ せ る。 しか しな が ら、 経 済 財 の 産 出 （誘 因 源 資 の 産 出） に 対 しそ れ ら の 資 本 は 常 に そ の 利

用 用 役 を 貢 献 と し て 提 供 す る にす ぎ な い。 配 当、 利 息 等 と して の 誘 因 源 資 の 支 払 は そ れ ら 資 本

利 用 用 役 の 貢 献 に 対 し て な さ れ る。

第１ 表

参加者 グルー プ 誘因 支払 貢 献

株 主 配 当 株主 資本利用 用役

債 権 者 支 払 利 息， 割 引 料， 賃 借 料 債 権 者 資 本 利 用 用 役

経 営者 給 料， 賞 与 管理 的 労 働用 役

従 業 員 給 料， 賃 金、 賞 与 執行 的 労 働用 役

仕 入 先 （購 入 先） 調 達 価 格 前給 付 費用 財， 固 定 設 備

政府 機 関 法 人 税， 住 民 税 等 公 共用 役
一 般 消 費 者 及 び 補 償 金， 寄 付 金， ソ ー シ ャル コ

地 域 社 会

公 害 等 に よ る 不 効 用
スト債務繰 入額

顧 客 経 済 財 （商 品， 製 品） 販売 価 額
一 一

企 業 活 動 が も た ら す 市 場 取 引 を 経 な いマ イ ナ ス の 社 会 的 効 果 （ソー シ ャ ル コ ス ト） に 関 連 す

る 利 害 集 団 と して、
一 般消 費 者 お よ び地 域 社 会 が 第 １ 表 の 参 加 者 グ ルー プ に 含 め ら れ た。 発 生

す るソー シャ ルコス トが外 部不 経 済と して 残 留 し、 そ れ に 対 す る 企 業 負 担 が な さ れ ず、 した が っ

て 企 業 に よ る 誘因 資源 の 支 払 と して 内 部 化 （生 産 方 法 の 改 善、 公 害 防 除装 置 の 取 付 等 に よ る 事

前 的 内 部 化 と、 発 生 し た 不 効用 に 対 す る 補 償 と して の 事 後 的 内 部 化 とを 含 む） さ れ な い 場 合、

ソ ー シ ャ ル コ ス ト の 認 識 と 測 定 は 誘 因 源 資 産 出 配 分 計 算 に は 人 り 込 ま な い。 し か し、 ソ ー シ ャ

ル コ ス ト が 内 部 化 さ れ る 場 合 あ る い は ソ ー シャ ル コ ス ト が 社 会 的 責 任 論 の 観 点 か ら 企 業 が 負 担

す べき 債 務 と し て 認 識 さ れ る 場 合 に は、 ソ ー シャ ルコ ス ト相 当 額 が 関 連 す る 参 加 者 グ ルー プ の

提 供 す る 貢 献 な い しは 不 効 用 に 対 す る 支 払 と して 誘 因 源 資の 産 出 配 分 計 算 に 組 み 込 ま れる。

４ 参加者諸グ ループ による貢献度の仮定

生 産 結 合 体メ ン バ ー が 提 供 す る 貢 献 は 新 し い 経 済 財 の 生 産 と 販 売 （誘 因 源 資 の 産 出） の た め

に 結 合 さ れ、 提 供 さ れ た 貢 献 に 対 す る 誘 因 支 払 （誘 因 源 資 の 配 分） がそ れ ら のメ ン バ ー に な さ
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れ る。 誘 因源 資の 期 間的 産 出 高 の 測 定 は 参 加 者 グ ル ー プ か らの 貢 献 価 値 に 関 連 づ け ら れ、 誘 因

源 資 の 期 問 的 配 分高 の 測定 は 参 加 者 グル ー プ ヘの 誘 因 支 払 価 額 に 関 達 づ け られ る。

誘 因 源 資 の 産 出 に 対 して な さ れ る 種 々 の 参 加 グ ル ー プ の 貢 献 が そ れ ぞ れ どの 程度 寄 与 し て い

る か に つ い て の 仮 定 は、 企 業 活 動 へ の 参 加 関係 を 規 定 す る 基 本 的 要 因で あ る。 伝 統 的 企 業 観 と

そ れ に 基 づ く 今日 の 制 度 会 計 に おい て は、 株 主 グ ル ー プ 以 外 の 諸 グ ルー プの 提 供 す る 貢 献 価 値

は そ れ ら グル ー プ ヘの 誘因 源 資 の 配 分高 に等 しい と 仮 定 さ れ る。 誘 因源 資 の 産 出 高 が 配 分 高 を

超 え る 場 合、 そ の 剰 余 は 株 主 グ ルー プの 提供 し た 貢 献 に よ る も の と す る こ の 仮 定 は、 現 代 社 会

に お け る 多 元 的 参加 関 係の 仮 定 を 内 包す る 現 代 企 業 観 （企 業 体 観） に おい て は 受 け 入 れ ら れ な

い。 しか しな が ら 企 業 体 観 に 立 脚 す る 場 合で あ っ て も、 産 出 ・ 配 分剰 余に 対 す る 個 々 の 参 加 者

グ ル ー プ の寄 与の 程度 に っ い て は 統 一 さ れた 見 解 は 存 在 しな い。 本 稿 で は、 株 主、 経 営 者、 従

業 員 の 三 っ の グ ル ー プ 以 外 の 参 加 者 諸 グ ルー プ ヘ の 提 供 す る 貢 献 価 額は そ れ ら 諸 グル ー プヘ の

そ れ ぞ れ の 誘 因 源 資 の 配 分 高 に 等 し く、 従 っ て、 産 出 ・ 配 分 剰 余 は 株 主、 経 営 者、 従 業 員 の 三

グル ー プの 貢 献に よ る も の と 仮 定 さ れ る。 経 営 者 支 配 論、 社 会 的 責 任 論、 組 織 行 動 論 等 の 現 代

１）

経 営 学 に お け る 企 業 行 動の 理 解 に 照 ら して 、 こ の 仮 定 の 現 実 的妥 当 性が 認 識 さ れ ね ば な らな

い 。

株 価 の 上昇 は、 誘 因 源 資 の 産 出 ・ 配 分 計 算 に は 含 ま れ な い が、 株 主 グ ルー プ の 重 要 な 誘 因 で

あ る。 誘 因源 資の 産 出 ・ 配 分 剰 余 が 株 価 の 上 昇 を も た ら す と 期 待 さ れ あ る い は 将 来 の 配 当 を 増

大 さ せ る と 期 待さ れ る 限 り に お い て、 産 出 ・ 配 分 剰 余 の 増 大 が 株 主 グ ルー プの 重 要 な 誘 因 と な

る。 誘 因 源 資 の 産 出 ・ 配 分 剰 余 へ の 貢 献 は、 株 主、 経 営 者、 従 業 員 の 三 っ の グ ル ー プ に よ る も

のと す る上 述の 仮 定は、 産 出 ・ 配 分剰 余 が 株 主 の み で は なく 経 営 者 と 従 業 員 の 誘 因 を も 形 成 し、

そ れ ら三 っの グ ル ー プ が産 出 ・ 配 分 剰 余 に 対 す る 請 求 権 を も つと い う 仮 定 と し て 理 解 さ れ る。

株 主、 経 営 者、 従 業 員 の 他 の 参 加 グ ルー プ も、 産 出 ・ 配 分 の 剰 余 の累 積額 の 大 小 が 参 加 グ ルー

プヘ の 対 応 と して の 企 業 行 動 に 影 響 を 及 ぼす と い う 意 味 に お い て、 産 出・ 配 分 剰 余 に 利 害 を も

つ。 しか し そ れ ら の 利 害 は、 産 出 ・ 配 分 剰 余 の 直 接 的 配 分 へ の 参 加 と は 性 質 を 異 に す る。

株 主、 経 営 者、 従 業 員 の 三 グ ルー プ が 誘 因 源 資 の 産 出 に そ れ ぞ れ どの 程 度 貢 献 す る か に っ い

て の 測 定 は こ こで は お こ な わ れ な い。 剰 余 の 配 分 は 三 グ ルー プ相 互間 の 交 渉 過 程 に よ る も の と

想 定 さ れ る。 期 間 的 誘 因 源 資 配 分 高 の 測 定 が 参 加 者 グル ー プ毎 に 個 別 的 に な さ れ る の に 対 し、

誘 因 源 資 産 出 へ の貢 献 価 値 の 期 問 的 測 定 は 参 加 者 グ ル ー プ毎 に 個 別 的 には な さ れ ず 全 体 的 に な

さ れ る こ と に な る。

注 １） 飯 田 穆 著 ｒ企 業 会 計 の 理 論』 同 文 舘、 昭５９年、 第 三章 経営 者 支 配 論 に お け る 参 加 関 係、 第 四

章、 社 会 的 責 任 論 と 企業 観、 第 五 章 組 織 行 動 論 と 企 業 観・ を 参 照。

５ 誘因源資の産 出と配分の期間化と測 定

誘 因 源 資 の 産 出 と 配 分 の 期 間 化 と そ れ ら の 期 間 的 測 定 に お い て、 産 出さ れ た 誘 因 源 資 の 価 値
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測 定 に 実 現 主 義 が 適 用 さ れ る 場 合、 誘 因 源 資 産 出 高 は 顧 客 グル ー プ が 提 供 し た 貢 献 で あ る 販 売

価 額 に よ り 測 定 さ れ る。 そ の期 間 に 販 売 さ れ な か っ た 経 済 財に つ い て は、 そ の 貢 献 価 値 と そ れ

に 対 応 す る 誘 因 支 払 部 分 の 価 値 と は 等 し い と 仮 定 さ れ 次 期 へ繰 越 さ れ る。 こ こ で の 繰 越 と は、

産 出 さ れ た が 販 売 さ れ な か っ た 経 済 財 に つ い て、 そ の 貢 献 価 値 （誘 因 源 資産 出 高） は 誘 因 支 払

価 値 （誘 因 源 資 配 分 高）に 等 し い と い う 仮 定 に基 づく 当 期 産 出 ・ 配 分 剰 余 計 算 か ら の 排 除 を 意

味 す る。 誘 因 源 資 産 出 高 の 測 定 に発 生 主 義 が 適用 さ れ る 場 合、 販売 さ れ な かっ た 経 済 財 の 貢 献

価 値 の 測 定 が、 対 応 す る 誘 因 支 払の 測 定 と は 別個 に 行 な わ れ、 両 者 の 差 額 は 当期 産出 ・ 配 分 剰

余 の 一 部 分 を 形 成 す る。 こ の 場 合、 ス ト ック と し て 貢 献 価 値 で 次 期 へ繰 越 さ れる 未 販 売 経 済 財

は 次 期 の 誘 因源 資産 出 高 の 計 算 か ら控 除 さ れ ね ば な ら な い。

誘 因源 資 の産 出 ・ 配 分 計 算 の 期 間 化 に 必要 な別 の レ ベ ル の 繰 越 操 作 が、 こ と に、 仕 入 先 （購

入 先） と の 関 係 に お いて 生 ず る。 仕 入 先 の貢 献 で あ る 前 給 付 費 用 財 と 固 定 設 備 は、 その 期 間 的

費 消 部 分 の み が 誘 因 源 資 の 期 問 的 産 出 に 貢 献 し （費消 部 分 の 貢 献 価 値 は 対 応 す る 配 分価 値 に 等

しい と 仮 定 さ れ る） 、 未 費 消 部 分 は 次 期 以 降 の 誘 因源 資産 出 に 貢 献 す る。 こ の 貢 献 の 未 費消 部

分 に つ い て の繰 越 操 作 は、 当 期 の 剰 余 計 算 か ら排 除さ れ 次 期 以 降 の 剰 余 計 算 に 算 入さ るべ き 誘

因 源 資 配 分 高 の 繰 越 と して お こ な わ れ る。

期 間 化 に 際 して、 上述 の 繰 越 の 処 理 と 共 に 配 分 高 に つ いて の 見 越 計 算 の 処 理 が 必 要 と な る。

参 加 者 諸 グ ルー プヘ の実 際の 支 払 が な さ れ な く て も、 そ れ らの グル ー プか ら の 貢 献 の 当 期 費 消

が 発 生 し て い る 場 合、 そ れ に 対 応 す る 未 払 配 分 高 が 負 債 と して 認 識 さ れ、 そ の 繰 入 額 が 当 期 配

分 高 に 計 上 さ れ る。 す な わ ち、 期 間 的 誘 因 源 資 配 分 高 は、 期 間 的 誘 因 源 資 の 産 出 へ の 貢 献 に 対

応 さ せ て、 発 生 主 義 に よ り 認 識 計 上 さ れ る。 こ こ で の 発 生 と は
、 当 期 の 誘 因 源 資 産 出 へ の 参 加

者 グ ル ー プか ら 貢 献 が 既 に 発 生 して い る こ と を 意 味 す る。

誘 因 源 資 の 配 分 を 超 え る 産 出 と いう 統 合 的 組 織 目 標 を 設 定 し、 そ の組 織 目 標 の 達 成 に 企 業 活

動 が ど の 程 度貢 献 した か を 測 定 す る 会言十モ デ ル と し て の 誘 因 源 資産 出 ・ 配分言十算 は 下 の 第 ２ 図

の 如 く 表示 さ れ る。

第 ２ 図

誘 因 源 資 の 産 出 ≧誘 因 源 資 の 配 分 … 統 合的 企業 目 標

誘因源資産 出へ
↓

の 期 間 的 貢 献 価 一 生 産 結 合 体 構 成 員 へ の 期 間 的 誘 因 支 払 高

値
↓

売 上 高 （前 給 付 費 用 ・ 減価 憤 却 費 十 利 子 ・ 賃 貸 料 十 法 人 税 等

（ま た は 産 出 高）一 十 補 償 金 ・ ソ ー シ ャ ル コ ス ト 債 務 繰 入 額 等
十 経 営 者 報 酬 十 従 業 員人 件 費十 配 当）

＿ 期 問 的 誘 因 源 資
■ 産 出 ・ 配 分 剰 余

＝ 企 業 体 資 本 利 益

第 ２ 図 に 示 さ れ る 企業 体 資 本 利 益 計 算 シス テ ム に お い て は、 誘 因 源 資 の 産 出 ・ 配 分 剰 余 と し

て の 企 業 体 資 本 利 益 の測 定 と 共 に、 誘 因 源 資 の 期 問 的 配 分 額 自 体 の 測 定 と 開 示 が 大 き な 意 義を

も つ。 個 々 の 参 加 者 グ ルー プ ヘ の 所 得 配 分 機 能 は、 生 産 機 能 と な ら ぶ 現 代 企 業 の 重 要 な 社 会 的

使 命 で あ り、 そ の 測 定と 開 示 が 企 業 の 社 会 的 責 任 と して 要 請 さ れ る か ら で あ る。 配 分 額 を 利 益
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と 呼 ぷ か 費 用 と 呼 ぶ か は、 個 別 企 業 の誘 因源 資 配 分 の 測 定 に と っ て は 重 要 で はな い。 マク ロ 的

視 点 か ら の 付 加 価 値 計 算 シス テ ムに お い て は、 他 企 業 へ の 配 分 した がっ て 仕 人 先 へ の 誘 因 支 払

は 付 加 価 値 か ら 除 外 さ れ る。 そ の 点 を 除 け ば、 企 業 体 資 本 利 益 計算 にお け る 誘 因 源 資 配 分言十算

の 側 面 は、 所 得 配 分 計 算 と して の 付 加価 値 計 算 シ ス テ ム と 実 質 的 に は 同 じ性 格 を も つ。 しか し

な が ら 他 面 に お い て、 誘 因 源 資 産 出 ・ 配 分剰 余 と して の 企 業 体 資本 利 益 の 識 別 と そ の 測 定 の 重

要 性 が 強 調 さ れ ね ばな らな い。

６ 誘因 源資の ス トックとその持分

会 計 的 測 定 を 特 徴 づ ける 二 元 的 測 定メ カ ニ ズ ム の な か で、 誘 因 源 資 は そ の 期 間 的 産 出と 配 分

が フ ロ ー と し て 把 握 さ れ る と 同 時 に、 一 定 時 点 に 存 在 す る ス ト ッ ク と し て も 把 握 さ れ る。 ス ト ッ

ク と して の 誘 因 源 資 は 企業 が所 有 す る 資 産 で あ り、 企 業 資 産 は 誘 因 源 資 の 具 体 的 運 用 形態 で も

あ る
。

企 業 資 産 は 貨 幣 性 資 産 と 非 貨 幣 性 資 産 と に 大 別 さ れ る。 貨 幣 性 資 産 は、 現 金、 預 金 およ び一

定 の 貨 幣 価 額 に 対 す る 直 接 的 請 求権 を 表 示 す る 資 産 項 目で あ り、 当 期 の 誘 因 源 資 産 出 ・ 配 分 剰

余 を 含 む期 末 の 誘 因 源 資 在 高 （期 末 企 業 資 本） の う ち 非 貨 幣 性 資 産 に 転 換 さ れて い な い部 分 で

あ る。 非 貨 幣 性 資 産 は、 使 用 目 的 資 産 と 販 売 目 的 資 産 と に 分 け られ る。使 用 目 的 資 産 に は、 次

期 以 降 の 誘 因 源 資 産 出 プロ セ ス に 投 入 さ れ る 仕 入 れ先 （購 人 先） の 貢 献 部 分 す な わ ち前 給 付 費

用 財 と 固 定 資 産 の 未 費 消 部 分 お よ び 今 期 の 産 出過 程 が 未 完 成 の 仕 掛 品 と が 含 ま れ る。 他 方、 販

売 目 的 資 産 は 産 出 さ れ た経 済 財 の 未 販 売 部 分 で あ り、 生産 結 合 体 の 産 出 した 成 果 の一 部 分 で あ

る。 販 売 目的 資産 に 含 ま れ る 有 価 証 券 は 生 産 結 合 体 に よ る 経 済 財 の 産 出 過 程 と は 直接 的 に 関 係

の ない 誘因 源資 運用 形 態 で あ る。 た だ し、 そ の 売 買 益、 評 価 損 益 は 誘 因 源 資 の 増 減 を もた ら し、

企 業 体 資 本 運用 に よ る 成 果 の 一 部 を 形 成 す る。

第 ２ 表

企業資本

外部資本 （参加 者資本）

株主資本 一 資本 金， 払込資本剰余 金， 未 払配当金

債権者資本 一 社債， 借入金， 未払利 息

仕入先資本 一 買轡金， 支払手形， 未払金

その他の外 部資 本 一 退職給与引当金， 納 税充当金

製 品 保 証 引 当 金， ソ ー シ ャ ル コ ス ト 債 務

内部資本 （企 業体資本）

資本修正 一 評価替資本剰余金， 贈 与資本剰余金

誘 因 源 資 産 出・ 配 分 剰 余 及 び 一 利 益 準 備 金， 任 意 積 立 金， 未 処 分 利 益

そ の 他 の 利 益 剰 余

誘 因 源 資 の ス ト ッ ク は、 企業 資 産 ＝ 企 業資 本、 と い う 対 応 関 係 と して 認 識 さ れ 表 示 さ れ る。

資 本 概 念 は、 誘 因 源 資 の 調 達 源 泉お よ び 誘 因 源 資 に 対 す る 請 求 権 あ る い は 持 分 を 表 現 す る 概 念
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で あ る。

参 加 者 グ ルー プ と の 関 連 に お い て 企 業 資 本 は 外部 資 本 （参 加 者 資 本） と 内 部 資 本 （企業 体 資

本） と に 大 別 さ れる。 外 部 資 本 は、 誘 因 源 資 の 調 達 源 泉 の識 別 が 特 定 の 参 加 者 グ ルー プに 特 定

化 さ れ、 且 つ、 一 定 価 額 の 誘 因 源 資 に 対 す る 請 求 権 あ る い は 持 分 の 識 別 が 個 別 的 参 加 者 グ ルー

プ に 特 定 化 さ れ て い る 資本 で あ る。 他 方、 企 業 体 資 本 は、 誘 因 源 資 に 対 す る 請 求 権 が 個 別 的参

加 者 グル ー プに 特 定 化 さ れて い な い 資 本 で あ る。 請 求権 が 特 定 化 さ れ る 場 合、 そ の こ とは 同 時

に 調 達 源 泉 が 特 定 化 さ れる こ と を 意 味 す る。 しか し な が ら、 調 達 源 泉 の 特 定 化 は 必 ず し も 請 求

権 の 特 定 化 を は 意 味 しな い。 こ の 意 昧 で、 外 部 資 本 と 企 業体 資 本 と の 区 分 のメ ル ク マ ー ル は 請

求 権 の 特 定 化 に 求 め られ ね ばな ら な い。 こ の よ う な 観 点 か ら の 資 本 分 類 が 第 ２ 表 に 示 さ れ る。

特 定の 資産 項 目 に 対 す る 控 除 的 評 価 勘 定 の 性 質 を も つ 減 価 償 却 累 計額、 貸 倒弓１当 金 の 諸 勘 定 は

現 在 時 点 に お け る 資 産 価 額 の 計 算 上の 直 接 的 減 額 分 を 表 示 し、 現 存す る 誘 因 源 資 に 対 す る 請 求

権 あ る い は 持 分 を 表 示 す る 資 本 概 念 に は 含 め ら れ な い。 そ れ らは 資産 価 額 の 直 接 的 減 少 項 目 と

して 認識 さ れ ね ば な らな い。

７ 誘因源資の変動と しての取引 の分類

誘因 源 資 の 在 高、 請 求 権、 そ れ らの 構 成 内容 に 変 動 を もた らす 企業 活動 は 会 計 上 の 取 引 で あ

る。 第 ３ 表に 示 さ れ る 如く

取 引 と に 大 別 さ れる。

取引

、 取 引 は 企 業 体 資 本 を増 減 さ せ る 取 引 と 企業 体 資 本 を 増 滅 さ せ な い

第 ５ 表

企 業 体 責本 を 増 減さ せ る取 引

企 業体 責 本修 正 取 引 一評 価 替 及 ぴ贈 与に よ る企 業 体 責 本修 正 取引

驚二
本↓

７ 企業体資本↑

企業体責本↓ ＼ 器 本↑

誘因 源 資 の期 間 的産 出 ・ 配 分取 引 およ ぴ

その 他 の営 業 外 損 益取 引

驚１本↓
７

産出（収益）

配分（鯛） ＼ 資産↓
外部資本↑

企 業体 資 本 を増 減 させ な い 取引

資産↑ 一 資産 ↓

資産↑ 一 外部資本↑

外部資本↓ 一 資産↓

外部資本↓ 一 外都資本↑

企業体 資本↓ 一 企業体資本↑



２２ 社 会 関 連 会 計 研 究 第 ３ 号

伝 統 的 企 業 会言十に お け る 損 益 計 算 は 自 己資 本 （＝ 資 産 一 負 債） の 増 減 計算 と して お こ な わ れ

る。 す な わ ち、 収 益、 費 用 は、 損 益 取 引 に よ る 自 己 資 本 の 増 滅 と し て 認 識 さ れ る。 誘 因 源 資 の

期 間 的 産 出 ・ 配 分 計 算 は 企業 体 資 本 （＝ 資 産 一 外 部 資 本） の 増 減 計 算 と し て お こ な わ れる。 誘

因 源 資 の 期 問 的 産 出 高 は 同 額 の 企 業 体 資 本 の 増 加 を 意 味 し、 そ の 期 問 的 配 分 高 は 同 額 の 企業 体

資 本 の 減 少 を 意 味 す る。 両者 の差 額 は 企 業 体 資 本 利 益 の 性格 を も つ。 二 元 的 測 定 メ カ ニ ズム の

枠 内 で、 取 引 は 資 産、 外 部 資 本、 企 業 体 資 本 の 三 つ の 取 引要 素 の 結 合 関 係 と して 認 識 さ れ る。

す な わ ち、 企 業 体 資 本 増 減 と して の 誘 因 源 資 の 期 間 的 産 出・ 配 分 の測 定 は （資 産 一 外 部 資本）

と の 同 価 額 で の 対 応 を と お して お こ な わ れ る。

資 産 ＝ 総 資 本 と い う 価 値 等 式 を 前 提 と す る 資 本 の 増 滅 計 算 と して の 特 徴 を も つ 損 益 計 算 は、

総 資 本 の 中 の 特 定 の 資 本 に つ い て お こ な わ れ、 外 部 資 本 と 内 部 資 本 を 含 め た 総 資 本 の 増 減 計 算

と して は お こ な わ れ え な い。 収 益、 費 用 の 発 生 取 引 が 資 産 価 額 を 増 減 さ せ ず 外 部 資 本 の 増 減 の

み を 伴 う 場 合、 総 資 本 増 減 と して の 収 益、 費用 の 認 識 計 上 は 論 理 的 に 成 立 し え な い。 一 方 で 総

資 本 が収 益、 費用 の 発 生 に よ り 増 滅 す るこ とと
、 他 方 資 産 が 不 変 した がっ て 総 資 本 が 不 変 で あ

る こ と は 論理 的 に 矛 盾 す る か ら で あ る。 期 問 収 益 ・ 費 用 の 発 生 取 引 が 資産 し た が っ て 総 資 本 を

増 減 さ せ ず に生 じ う る と い う 認 識 自 体 が、 損益 計 算 を 総 資 本 の 増 滅 計 算 と して で は な く、 総 資

本 の 中 の 特 定 の 資 本 を 限 定 し、 特 定 化さ れ た 資 本 の 増 減 計 算 と して 損 益 計 算 を 性 格 づ け る こ と

を 意 味 して い る。 伝 統 的 損 益 計 算 は 負 債 を 除く 自 己 資 本 を 特 定 化 し、 本 稿 で の 誘 因 源 資 増 減 計

算 は 外 部 資 本 を 除 く 企 業 体 資 本 を 特 定 化 す る。

第 ３ 表 に お け る 企 業 体 資 本 を 増 減 さ せな い 取 引 に は、 資 産 相 互 問 の 交換、 資 産 と 外 部 資 本 と

の 交 換、 外 部 資 本 相 互 間 の 交 換、 企 業 体 資 本 勘 定 相 互 間 の 振 替 え の 諸 取引 が 含ま れ る。 こ れ ら

の 取 引 は、 企 業体 資 本 の 絶 対 額 を 増 減 さ せ ず、 した が っ て、 誘 因 源資 の 期 間 的 産 出 ・ 配 分 取 引

に も直 接 的 に は関 連 しな い。 しか しな が ら こ れ ら の 取 引 は、 外 部 資本 取 引 に よ る 誘 因 源 資 の 増

減、 誘 因 源 資 の 構 成 内 容 の 変 動、 企 業 体 資本 の 絶 対 額 を 変 動 さ せ な い 資 本 構 成 内 容 の 変 動 を も

た ら す。

８ 誘因源資の時価評価

誘 因源 資 の 配 分 額 の 期 間 的 測 定 に お い て、 配 分 額 は 短 期 的 視 点 か ら は実 際 に 支 払 わ れ た 価 額

（歴 史的 原 価） に よ り 把 握 さ れ る。 し か しな が ら、 誘 因 源 資 の 産 出 ≧ 誘 因 源 資 の 配 分 と いう 組

織 目 標 を 長 期 的 に 考 え る 場 合、 期 間 的 測 定 にお いて 現 在 時 点 あ る いは 取 替 え 時 点 で の 取 替 え 価

額 に よ る 誘 因 源 資 配 分 の 評 価 が 必 要 と な る。 す な わ ち、 企 業 活 動 の 継 続 を 前 提 と す れ ば、 誘 因

源資 の 配 分 は 参加 者 グル ー プか ら の 新 しい 誘 因 源 資 の 産 出 に 対 す る貢 献を 再 調 達 す る た め に 必

要 とさ れ る。 誘 因 源 資 配 分 の 評 価 の 中 に貢 献 の 再 調 達 価 格 が 反 映さ れ る こ と に より、 誘 因 源 資

産 出・ 配 分剰 余の期 間 的 測 定 モ デ ル は 企 業 体 資 本 の 実 体 的 維 持 計 算 と し て の 性 格 を 付 与 さ れる。

誘 因源 資 の 期間 配 分 高 の カ レン トコ ス ト評 価 は、 しか しな が ら、 実 際 配 分 高 の 識 別 を 不 明 瞭
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に して は な ら な い。 実 際 の 配 分 額 に よ る 産 出 ・ 配 分剰 余 計 算 は 実 際 の 配 分 高 と 実 際 の 回 収 剰 余

を 示 し、 カ レ ン ト コ ス トに よ る 剰 余 計 算 は 回 収 さ る べ き 配 分 高 と、 回 収 さ る べ き 配 分 高 を 基 準

と した 回 収 剰 余 を 示 す。 実 際 の 配 分 高 と 回 収 さ る べ き 配 分 高 は、 本 来、 異 な る性 質 で あ る。

誘 因 源 資の ス ト ッ ク と し て の 資産 の 評 価 は、 誘 因 源 資の 期 間 的 産 出 ・ 配 分 の 測 定 と 有 機 的 に

関 連 す る。 非 貨 幣 性 資産 の う ち の 販 売 目 的 資 産 は、 発 生 主 義 の 観 点 か ら誘 因 源 資 産 出 へ の 貢 献

価 値 と して 評 価 さ れ る 場 合 に は、 販 売 市 場 時 価 を 規 準 とす る評 価 が 論 理 的 で あ る。 販 売 市 場 時

価 評 価 額 と 当 該 資 産 に割 当 て られ る 配 分価 値 部 分 と が 対 比 さ れ、 そ の 差 額 は 産 出 ・ 配 分剰 余 に

算 人 さ れ る。 配 分 価 値 の 評 価 が カ レ ン ト コ ス ト で な さ れ る 場 合 に は、 し た が っ て、 販 売 市 場 時

価 額 と カ レ ン トコ ス ト評 価 額 と の 差 額 が 産 出 ・ 配 分 剰 余 と な る。 誘 因 源 資 の 期 問 的 産 出 高 の 測

定 に 実 現 主 義 が 適 用 さ れ る場 合 に は、 販 売 目 的 資産 の 貢 献 価 値 は そ の 配 分価 値 に 等 しい と 仮 定

さ れ る。 配 分 価 値 評 価 が カ レ ン トコ ス トで な さ れ る場 合 に も、 同 様 の仮 定 に 基 づ く 販 売 目 的資

産 の カ レ ン ト コ ス ト に よ る 次 期 繰 越 の 処 理 が 必 要 と な る。

使 用 目 的 資 産 に つ い て は、 そ の 評 価 を 貢 献 価 値 （ プ レ ゼ ン ト バ リ ュ ー） に よ ろ う と す る 場 合、

主 観 的 見 積 り の 要 素 が大 き な 影 響 を 及 ぼ す。 前 述 の 如 く （４ 節 参 照） 仕 人 先 （使 用 目 的 資 産 で

あ る 前 給付 費用 財 お よ び 固 定 資産 の調 達 先） の 提 供 す る 貢 献 の 価 値 は 仕 入 先 への 配 分 価 値 に 等

し い と いう 仮 定 に 立 脚 す れ ば、 使 用 目 的 資 産 の 評 価 を 配 分価 値 （取 得 原 価 あ る い はカ レン トコ

ス ト） に よ る の が 論 理 的 で あ る。

９ 結 び

本稿 で展 開 さ れ た 誘 因 源 資 産 出 ・ 配 分 計 算 は、 誘 因 源 資 の 産 出高１≧ 誘 因 源 資 の 配 分 高、 と い

う 統 合 的 企 業 目 標 を 措 定 し、 そ の 達 成 へ の 貢 献 度 と して 企 業 活 動 の 帰 結 を 測 定 す る。 しか し な

が ら、 誘 因 源 資 の産 出 高 ≧ 誘 因 源 資 の 配 分 高、 と い う 目 標 は、 現代 企 業 活 動 の 及 ぼ す 社 会 的 ・

経 済 的 影 響 を 総 合 的 に 評 価 し判 断 す る 規 準 と し て は、 基 本 的 で あ る がそ れ だ け で は 充 分 な もの

で はない。 既 に 指摘 され た 如く、 企業 活動 へ の 参 加 者 諸 グル ー プの 個 別 的 参 加 目 標 の 達 成 に と っ

て は、
全 体 と して の 誘 因 源 資 の 産 出 ・ 配 分 間 の 均 衡 は 単 な る 制 約 条 件 に 過 ぎ な い か ら で あ る。

企 業 は そ の 行 動 を 容 認す る ｒ社 会」 と の 関 連 の 中 に の み 存 在 しう る。 企 業 活 動 に 影 響 を 及 ぼ

し、 企 業 活 動 に よ っ て影 響 を 及 ぼ さ れ る 多 く の 社会 関 連 グル ー プ （参 加 者 グルー プ） が も っそ

れ ぞ れ の 利 害 は、 市 場 交 換 メ カ ニ ズ ム の 中 で 把 握さ れ る 経 済 的 要 因 のみ に 限 定 さ れ ず、 市 場 を

と お し て は 処 理 さ れ な い 社 会 的 ・ 経 済 的 要 因 を も 含 む。 複 雑 化 した 社 会 関連 の 中 で 強 力な 経 済

的 ・ 社 会 的 パ ワ ー を 持 っ 現 代 企 業 は、 そ の 行 動 規 準 を 市 場 価 格メ カ ニ ズム の 外 に ま で 求 め な け

れ ば な ら な い。 企 業 と そ の 参 加 者 諸 グ ル ー プ との 多 元 的 参 加 関 係 の 重 要 性 の 広 が り と い う 意 味

で、 現 代 社 会 は ｒ企 業 責 任 の 時 代」 と も 呼 ばれ う る。 参 加 者 諸 グル ー プの 個 別 的 要 請 あ る い は

参 加 目 標 は 企 業 行 動 に 対 す る 単 な る制 約 と して で は なく、 企 業 全 体 の 行 動 目 標 を 形 成 す る 要 因

と して 認 識さ れる。 そ の 場 合、 企 業 活 動 の 帰 結 に つ い て の 測 定 と開 示 を 役 割 と す る 企 業 会 計 は、
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そ の 測 定 対 象 を 市 場 交 換メ カ ニ ズ ム の 中 で は 処 理 さ れ な い 社 会 的 効 果 （社会 取 引） の 領 域 に ま

で 広 めね ば な ら な い。 社 会 関 連 会計、 社 会 責 任 会 計 と 呼 ば れ る 新 し い 企 業 会 計 へ の ア プロ ー チ

はこ の よ う な 理 解 を 踏 ま え て 展 開 さ れ る。

［付 記］

本 稿 は 日 本 社 会 関 連 会 計学 会 ・ 第 ３ 回 大 会 （１９９０年 ９ 月１４日

ｒ会 計』 に 掲 載 し た も の を、 諒 解 を え て 転 載 し た も の で あ る。

於 駒 沢 大 学） に お け る報 告 要 旨 で、 雑 誌


